今後の取組みについて資料３－２



（１）事前アンケートでいただいたご意見
【各主体の連携アイデア】
· マイボトルを持ってあることが普段のライフスタイルになる＝身近で使えるお店を増やすということを目指し、飲食店と　アプリプラットフォームの連携を図りたい
· アクションプログラムにてとりまとめた2025年目標を達成するために、各会員の具体的目標を策定してはどうか
· 熊取町で毎年１１月に開催している環境フェスティバルにおいて、マイボトル啓発ブースを設置したいと考えており、マイボトルパートナーズに参画されている皆様の出展協力をお願いしたい
· 大阪府内の大学と連携してマイボトル・給水ステーションの普及活動のアイデアを求める
· 大阪府知事、市長さんに、SDGs水筒を持ってマイボトル普及をアピールして頂く
· クリアボトルのサンプルのご協力はさせていただきます。展示会、啓蒙活動等ございましたらお知らせください。
· 飲料メーカーとの交渉、学校での環境教育、オフィスでのペットボトル削減

【共通テーマ案】
· コロナ禍における脱プラスチック施策の重要性の発信
· コロナ禍において、感染予防や衛生管理を目的としたビニール手袋や不織布マスクなどの使い捨てプラスチックの利用・廃棄が増加しており、コロナ禍と関連の低い使い捨てプラスチックを削減していくことが重要である。その選択肢の一つとして、給水スポットの拡充とマイボトルの活用が有効であること＝給水スポットの必要性とその意義を広めることをテーマとして加えるのはどうか。
· コロナ下におけるオフィスワーカーに対するアプローチ（福利厚生等でボトル配布）
· 前回の会議でも意見のありましたコロナ禍の中での給水スポットの安全性などの検証などを明確にあれば、給水スポットの取組みを進める中で、大変参考となると思います。情報提供いただければ幸いです。
· 大阪・関西万博へ、設計段階で給水施設の設置とマイボトル、マイカップでゼロウエスト万博を
· オリンピックとマイボトル、大阪・関西万博への働きかけ
· 大阪・関西万博において情報発信
· プラごみレスに向けてのマイボトル運動取組みPR
· 「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」の実現、大阪・関西万博に向けた取り組み、災害に強い給水スポットの設置
· チェーン店や個展での「中身だけ」買えるアプリの普及、マイボトルアクションを超えて地域で飲食店への集客チャンネルを作る
· 学生とマイボトル
· 【若者とマイボトル】　SDGｓのアイコンが可愛いと言う声もございますので、オリジナルSDGs水筒で、環境への意識向上に向けて学生さんやスポーツ団体、環境意識の高い企業様へアプローチ
· マイボトル利用者を増加する目的として、各企業様の販促品等に使用いただき啓蒙活動を行っていただくことで、企業イメージも向上していただく
· SDGsとプラスチックごみ削減
· 啓発・普及が難しい理由を考える部会を設置し、原因をみつければ普及活動が進むと考えます
· マイボトル普及の為の各社の取組みの紹介（YouTube等)
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（２）今後のマイボトルパートナーズの活動
アクションプログラムの取組のうち、マイボトルの利用啓発、効果的な情報発信として、
以下のとおり活動を進める。
①取組のPR
〇パートナーズの取組は、ロゴ、バナー、POPなどを活用し、パートナーズとしての取組で
あることを対外的にPR。
　⇒ 会員の皆様の事業活動やマイボトル啓発の取組みの際に、ぜひ幅広くご活用下さい。
　　　※必要な枚数をご連絡いただきましたら発送させていただきます
〇パートナーズの取組みを紹介するチラシを別添のとおり作成し、イベント等で配布する。
〇マイボトルを活用して給水する人がメリットを享受できるシステムを構築し、マイボトルの普及拡大と効果的なPRを検討。
〇マイボトルパートナーズの皆様の給水スポット設置数を定期的に確認し、大阪府HPで進捗状況をPR。
また、府がとりまとめた情報については、関西広域連合やパートナーズメンバーの皆様と共有し、様々な給水スポットマップで広く周知を求める。
　⇒ 給水スポットの情報発信をされる企業様におかれましては、データの活用・周知について検討お願いします。
〇イベント等によるブース出展の機会があれば出展し、パートナーズの取組をPR。
　⇒ マイボトルパートナーズが参画できるイベント等の情報があれば情報提供いただきたいと思います。また、パートナーズ
　　　でイベント等への参加が決定した場合には、ご協力よろしくお願いします。
②取組の連携
〇会員間での個別連携、府が関与しない取組の展開についても、パートナーズ関連の取組と位置付けて広く取組みを展開していく。
〇取組内容は会員間で共有するとともに、府の広報等にも活用し、さらなる啓発につなげる。
　⇒ 取組情報は、事務局に随時情報共有してください。また、取組の実施にあたり、会員の協力が必要な場合、　事務局に情報提供いただきましたら、会員に呼びかけ等を実施します。
 ③パートナーズ会議
　〇次回のパートナーズ会議を令和３年10月頃に開催予定。
　〇メンバーの拡大の呼びかけを継続して実施します。各メンバーにおかれましても、関心のある方々への積極的な呼びかけをお願い致します。

（３）確認・留意事項
〇担当者連絡先（メールアドレス）のある名簿を会員間で共有します。

（４）会員の皆様へのお願い
〇様々な立場、特徴や考え方を持つ会員が、多様なアイデアを持ち寄って、取組の可能性を広げる場としたいと考えています。
〇通常の事業等活動に加え、パートナーズの趣旨に合致した新たな取組についても検討、実施いただきたいと考えています。（内容や時期について制約を設けるものではありません）
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